
スクール・ポリシー （学校名：小金井工業高等学校（定時制課程）） 

 

グラデュエーション・ポリシー 

目指すべき生徒の将来像を「思いやりの心をもって他者と協働し、その時代に貢献できる社会人」と定

め、次の５つの資質・能力の育成を目指す。 

①基礎学力 ②コミュニケーション能力 ③主体性 ④自己理解・自己管理能力 ⑤キャリアプランニ

ング能力 

カリキュラム・ポリシー 

多様な生徒が学ぶ機会を提供するため、生徒とのコミュニケーションを大切にしながら、生徒の状況に

応じた学習活動、生活指導、教育相談、進路指導等が実践できる教育課程を編成・実施する。 

①教育課程の編成においては、基礎的な知識・技能が習得できる科目を重点的に配置する。 

②授業においては、きめ細やかな指導をとおして、基礎・基本の確実な定着を図る。 

③教え合い学び合う授業、課題研究、行事等をとおして、自らの課題に主体的・協働的に取り組

み、その課題を解決しようとする力を育てる。 

④進路指導においては、家庭や地域、ハローワーク、企業等との連携を行う。 

⑤スクールカウンセラーや外部機関と連携しながら、生徒一人一人の発達段階に応じた指導・支援を

充実する。 

⑥生徒、保護者、地域による学校評価の結果や学校連絡運営協議会により評価し、教育課程を

改善する。 

アドミッション・ポリシー 

次のような生徒を求める。 

①「命と体と仲間を大切にしよう」が実践できる生徒 

②機械、電気、電子やものづくりに意欲・関心のある生徒 

③部活動、委員会活動、奉仕活動等に積極的に取り組もうとする社会性のある生徒 

④本校入学を機に、専門的な知識・技術を身に付けたいと考えている生徒 

 


